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小泉八雲も乗った隠岐航路の倉J業第 1船
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焼
火
山

の
ご
霊
火
信
仰

日
本
海
に
浮
か
ぶ
隠
岐
諸
島
は
、

島
前
と
島
後
に

わ
か
れ
て
い
る
。

島
前
は
西
ノ
島
な
ど
二
つ
の
島
か

ら
な
り
、

島
後
に
は
行
政
の
中
心
地
の
西
郷
町
が
あ

る
。
と
も
に
、

美
し
い
海
景
や
史
跡
が
多
い
。

隠
岐
の
数
あ
る
海
景
や
史
跡
の
な
か
で
、

海
事
史

に
関
心
を
も
つ
私
が
最
も
注
目
し
て
い
る
の
は
、

西

ノ
島
に
そ
び
え
る
焼
火

（た
く
ひ
）
の
霊
山
と
、

そ

の
中
腹
に
あ
る
焼
火
神
社
で
あ
る
。

暁
火
神
社
に
は
、

中
世
か
ら
ご
霊
火
信
仰
が
あ
っ

た
。

暗
夜
、
し
け
で
航
路
を
見
う
し
な
っ
た
船
が
焼

火
神
社
の
祭
神
に
祈
る
と
、
す
」
神
火
が
海
■
に
現
れ
、

そ
の
火
を
た
よ
り
に
航
行
す
れ
ば
浜
辺
に
帰
り
つ
け

る
と
い
う
信
仰
で
あ
る
。

小
泉
八
雲

（ラ
フ
カ
デ
ィ

オ

・
ハ
ー
ン
）
も
、

隠
岐
旅
行
の
と
き
に
海
上
か
ら

こ
の
霊
山
を
仰
ぎ
、
一伯
音
か
ら
隠
岐

へ
」
の
な
か

で
ご
神
火
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

隠
岐
の
島
に
は
現
在
、

隠
岐
汽
船
が
高
速
晴

「
レ

イ
ン
ボ
ー
」
と
フ
ェ
リ
ー
三
隻
を
投
入
し
、

密
度
の

濃
い
定
期
運
航
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

じ
つ
は
、
≡」
れ
ら
の
晴
ぶ
ね
と
焼
火
神
社
の
間
に
、

一汽
笛

一
声
」
と
称
す
る
興
味
深
い
し
き
た
り
が
あ

り
、

今
も
続
い
て
い
る
。

そ
れ
は
、

隠
岐
汽
船
の
船

が
焼
火
山
の
沖
を
通
過
す
る
と
き
、

焼
火
神
社
に
向

け
て
汽
笛
を
捧
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、

平
成
の
現
在
ま
で
続
く
こ
の

「汽
笛

一
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とＦ

の
し
き
た
り
は
、
ご
霊
火
信
仰
と
は
関
係
な
い
。

こ
れ
は
、

隠
岐
航
路
の
創
業
に
由
来
す
る
伝
承
で
あ

る
。

隠
岐
汽
船
の
社
史

『百
年
の
航
跡
』
に
も
、
こ

れ
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

神
主
が
創
業
し
た
隠
岐
航
路

隠
岐
の
島
じ
ま
と
本
上
の
境
港
を
汽
船
で
結
ぶ
定

期
航
路
は
、

今
か
ら
百
十
余
年
前
の
一
八
八
五

（明

治
十
八
）年
二
月
に
開
設
さ
れ
た
。

創
業
し
た
の
は
、

焼
火
神
社
の
神
主
の
松
浦
斌

（ま
つ
う
ら
さ
か
る
）

で
、

当
時
三
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

隠
岐
国
四
郡
町
村
連
合
会
の
議
員
を
し
て
い
た
松

浦
は
、

開
業
に
際
し
、

隠
岐
国
四
郡
の
公
費
に
よ
る

汽
船
購
入
を
連
合
会
に
提
案
し
た
。
し
か
し
、

連
合

会
の
議
員
の
大
多
数
は
、

船
価
と
運
航
費
の
か
さ
む

汽
船
の
投
入
は
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
し
て
、

航

路
の
開
設
そ
の
も
の
に
反
対
。

や
む
な
く
松
浦
は
、

反
対
す
る
議
員
を
ま
え
に
、

「購
入
汽
船
の
代
金
の
半
分
は
私
が
負
担
し
ま
す
か

ら
、

隠
岐
島
民
の
生
活
航
路
の
大
事
業
を
ど
う
か
推

進
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
、

議
場
で
頭
を
下
げ
た
。

連
合
会
は
結
局
、

松
浦
と
折
半
で
百
総
ト
ン
級
の

汽
船
を
購
入
し
、

松
浦
に
十
年
間
経
営
を
委
託
す
る

妥
協
案
を
採
択
し
た
。

営
業
上
の
損
失
も
、

会
と
松

浦
が
均
等
に
分
担
す
る
と
い
う
条
件
で
あ
っ
た
。

開
業
資
金
の
一
万
八
千
五
百
円
は
、

第
二
日
立
銀

行
か
ら
の
借
入
金
で
ま
か
な
わ
れ
た
。
う
ち
一
万
六

千
五
百
円
は
汽
船
の
購
入
費
だ
っ
た
。
そ
し
て
松
浦

は
、

借
入
金
の
約
半
分
の
八
千
九
百
円
に
当
た
る
焼

火
山
の
神
木

一
万
九
千
本
の
内
訳
書
を
、

欠
損
時
の

担
保
と
し
て
郡
役
所
に
差
し
出
し
た
の
で
あ
る
。

隠
岐
航
路
初

の
定
期
船

こ
う
し
て
、

隠
岐
航
路
初
の
定
期
船

「速
凌
丸
」

（そ
く
り
ょ
う
ま
る
）
す
な
わ
ち
初
代

「隠
岐
丸
」

（隠
岐
回
航
後
に
改
名
）
が
、

西
郷
～
菱
浦

（中
ノ

島
）
～
浦
郷

（西
ノ
島
）
～
境
港
間
に
就
航
し
た
。

月
六
航
海
の
定
期
で
あ
っ
た
。

「隠
岐
丸
」
は
、　

一
八
七
八

（明
治
十

一
）
年
に
英

国
で
建
造
さ
れ
た
鉄
骨
木
皮
構
造
の
小
型
貨
客
船
で

あ
る
。

の
ち
に
大
阪
商
船
の
二
代
目
社
長
に
な
る
河

原
信
可

（か
わ
は
ら
の
ぶ
よ
し
）
が
、

神
戸
僣
行
社

の
社
長
時
代
に
英
国
か
ら
買
っ
た
も
の
で
、

隠
岐
航

路
開
業
前
年
の
大
阪
商
船
設
立
時
に
、

僣
行
社
が
新

会
社
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、

大
阪
商
船
に
提
供
さ

れ
た
。

大
阪
商
船
時
代
の
同
船
の
航
路
は
、

大
阪
～

下
関
～
境
溶
線
。
「隠
岐
丸
」
は
す
で
に
、

山
陰
で

は
馴
染
み
の
船
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

隠
岐
航
路
の
島
営
時
代
の
一
八
九
二

（明
治
二
十

五
）
年
八
月
に
は
、

小
泉
八
雲
が
セ
ツ
夫
人
を
と
も

な
っ
て
隠
岐
旅
行
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
折
に
こ
の

「隠
岐
丸
」
に
乗
っ
て
い
る
。

彼
は
そ
の
前
年
の
秋

に
、

松
江
中
学
か
ら
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
に
転
任

し
て
お
り
、
こ
の
旅
行
は
、

転
任
後
の
最
初
の
夏
休

み
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

創
業
者
に

「汽
笛

一
声
」

離
島
航
路
の
経
営
に
困
難
が
と
も
な
う
の
は
、

音

も
今
も
同
様
で
あ
る
。

創
業
時
代
の
隠
岐
航
路
も
、

む
ろ
ん
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

運
航
は
年
々
損
失
を
か
さ
ね
、

元
利
償
還
の
穴
埋

め
の
た
め
、

大
木
で
お
お
わ
れ
て
い
た
焼
火
の
霊
山

は
見
る
か
げ
も
な
く
伐
採
さ
れ
て
、

雑
木
だ
け
が
残

る
禿
山
と
な
っ
た
。

松
浦
は
五
年
間
の
苦
闘
の
す
え

病
に
た
お
れ
、

三
十
八
歳
で
他
界
し
た
。

松
浦
の
死
を
契
機
に
、

隠
岐
航
路
は
隠
岐
国
四
郡

町
村
連
合
会
に
よ
る
島
営
時
代
に
入
っ
た
。
さ
ら
に
、

一
八
九
五

（明
治
二
十
八
）
年
に
は
隠
岐
汽
船
株
式

会
社
が
誕
生
。

航
路
は
同
社
に
継
承
さ
れ
、

現
在
に

至
っ
て
い
る
。

隠
岐
汽
船
の

「汽
笛

一
声
」
の
伝
承
は
、
こ
う
し

た
百
十
余
年
ま
え
の
央
実
に
ち
な
ん
で
い
る
わ
け

で
、

同
社
の
船
は
今
も
、

焼
火
山
の
霊
山
に
眠
る
松

浦
に
敬
意
を
表
し
て
、

汽
笛
を
捧
げ
て
い
る
の
で
あ

る
。

海
事
文
化
の
か
お
り
が
濃
厚
に
た
だ
よ
っ
て
い

て
、
ま
こ
と
に
好
い
情
景
で
は
な
い
か
。

ち
な
み
に
西
ノ
島
の
別
府
港
に
は
現
在
、

松
浦
斌

の
胸
像
が
あ
る
。

隠
岐
汽
船
の
創
立
百
年
を
記
念
し

て
、

同
社
が
二
年
前
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

（山
田
　
廼
生
）

朽
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